




一年を振り返って
伊藤幹事

「どうもっす！」 一度は言っ

て見たかった挨拶でした（笑）

改めまして、 幹事の伊藤です。

私から一年を振り返ってとい

うことで、 大きく 2 つに分けて

お話しさせていただきます。

ひとつはクラブのことについて、 二つ目は自

分のことについてです。

まずクラブのことについてですが、一年と言っ

ても、 準備期間も入れるとほぼ 2 年間、 幹事と

して関わったかと思います。

その期間、 どうしたらニッサン年度の方針で

ある 「ロータリー を好きになり、 ロータリー を

おもしゃぐすることができるか？」 を考えなが

ら幹事の職を担当してきました。

いよいよニッサン年度が船出という時に、 「会

費の値J:::げ」と 「例会場変更」というとてつも
なく重たい事案が舞い込んだりして、 私にとっ

てはフェアリディ z にのってスタートからフル

スロットル状態だったこともありましたが、 そ

んな中クラブを運営するに辺り、 具体的には 3

つの重点課題に沿って進めてきました。

①委員会活動の活性化 ②充実した例会づくり

③ガバナ 一方針と会長方針との共有です。

充実した例会にするには、 例会出席者を増や

すことと考え、 まずは委員会活動に多くの方に

出席してもらいたいと思い、 6 月～ 7 月にかけ

て各委員会を開催していただき、 会長から委員

会に方針等をお伝えしたいただきました。

特に、 9 個のガバナ ー 賞の数値目標を全数達

成しようということや、 その他委員会ごとに設

定していただいた数値目標を達成しようという

ことでした。

これはただ単に数値をクリアすれば良し！と

するのではなく、 各委員会がこの数値H標の達

成に向けて、 色々話し合い、 考え合うことを繰

り返し交流を深めることで、 ロータリー を好き

になり、 ロータリー をおもしゃぐすることにつ

ながると思いました。 また、 例会に参加が難し

い会員でも、 委員会に参加していれば、 例会に

久しぶりに参加する時にでもハ ー ドルが下がる

のではないかと思いました。

特に印象に残っていることは、 地区の公式

l ineアプリ登録率 8 0 ％を達成するために、 「ど

うもっす山形北RC」のグループラインをつくつ

た時に、 その日のうちに半数の方がグル ープに

入り、数日中には 7 0 名ほどの方が入ってもらっ

た時には、 鳥肌が立つほど嬉しく、 北クラブの

一体感を強く感じました。 その後もクラブの情

報発信ツ ールのひとつになったと思います。

そんな目標達成という楽しみを得ながら進め

ていた最中に、 ガバナ ー 賞がひとつ追加になっ

た時には半分あきらめかけた時もありましたが、

なんとかガバナ ー 賞総なめをいただけそうです。

現在その最終確認作業をしているところです。

また、 その他の委員会ごとの日標も多くを達

成していただきました。 その中でニッサンのゴ

口合わせの委員会独自の崇高な目標を掲げてい

ただいている、 米山委員会、 財団委員会、 ニコ

ニコ委員会については、 残り 1 0 日ありますの

で何とか最後まであきらめずにがんばっていた

だければ幸いです。

年間の活動を通して大きな課題もありました。

それは通常例会参加者を増やすことができな

かったことです。

今年度の通常例会の参加者平均は 4 0 名～ 4

5 名と約 5 0 ％の出席率でした。 5 0~5 5 名

の 6 5 %の出席率を目標にしてきましたが達成

することができず残念でした。

ガバナ ー公式訪問の時に、 常に 6 0 名の例会

にして欲しいと指導いただき、 その後、 例会が

ない時に幹事報告を FAXしたり、 どうもっす

山形北で情報発信をするなど、 例会に参加しや

すくなる環境になると思い試みましたが、 取組

み足りず申し訳ありませんでした。

ここからは次に自分のことについてです。

今年度はクラブ幹事に加え、 山形市内 7 ロー

タリークラブでは、 会長幹事会の代表幹事、 7

ロータリーゴルフコンペの競技担当、ロータリー

デー 最上川物語の実行委員、 また地区では地区

大会総務委員会副委員長や、 青少年交換委員会

副幹事、 また青少年交換プログラムとして 8 月

から山形西高の小板橋杏子ちゃんがイタリアに

行くためのスポンサークラブであり、 8 月から

イタリアからメリッサという 1 7 歳の女性が北

クラブに来るためのホストクラブに山形北クラ

ブなることからその窓口を担当などなど、 色々

な役をいただき当たり年となりました。

その中で、 最上川物語では第五グル ー プ 1 0

クラブの幹事などとで打合せを繰り返しながら、

無事ガバナ ーの船下りをお迎えすることができ、

中山町名物の棒鱈芋煮を参加者に食べていただ

けたことがとても印象深く大きな思い出のひと

つとなりました。

これらの役職をいただいたお陰もあって、 私

が幹事になる前の 6 年間よりこの 1 年間で学ん

だことや人との出会いははるかに多いものとな

りました。 今年幹事をさせていただきた経験を

活かし、 今後共ロータリー を語り、 ロータリー

を楽しめればと思います。

ただ、 今はイタリアからメリッサが無事山形

にたどり着けるのか、 手続き等に抜けがないか

が一番の不安で頭がいっぱいです。

いずれにしても、 この一年間で青少年交換や

ローター アクトに多く関わることができたこと

は、 今後の山形北クラブの国際青少年奉仕活動

にもこの経験を活かし貢献していければと思い

ます。

最後に、 この 1 年間幹事を務めることができ

たことは、 北クラブの理事役員の皆様、 各委員

長の皆様をはじめとする、 クラブ会員の多くの

方々からご指導やご支援を得られたからだと感

謝しています。

特に、 小関会長にはニッサン年度の方針のも

と、 会長の責任の中で、 私のやりたことをやり

たいようにさせていただきました。 この経験の

中で特に組織の在りようについて学ばせていた

だきました。 ありがとうございました。

また伊藤ガバナ ー には、 青少年交換プログラ

ム副幹事を任命いただき、 また交換プログラム

に深く関われる機会を与えていただきました。

様々な地区行事に参加させていただき国際青少

年奉仕からロータリー活動の素晴らしさを教え

ていただきました。 ありがとうございました。

そして、 事務局の存在は私にとって欠かせな

い存在でした。

元事務局の小関さんには、 年度が始まる前、

右も左もわからない私に準備や運営の手順など

を教えてもらえたことは大変助かりました。 そ

の後も那須さんが事務局なりたての中、 新米幹

事の私をフォローいただきありがとうございま

す。 無理難題もお願いしましたが嫌な顔するこ

となく完璧に対応いただき感謝申し上げます。

以上、 まとまりのない話になりましたが、 私

が 1 年間幹事を経験しての感想を 1 年を振り返

りとさせていただきました。 一年間ありがとう

ございました。
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